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ABSTRACT 
Yayoi-period human remains from the Aoya-kamijichi site， Tottori Prefecture， J apan， are very 
important because human remains are rare in the San-in ar巴a，These remains are also important 
for understanding the origins and development of the J apanese people， We divided the Yayoi 
peopl巴inSan-in into two groups， Tottori and Shimane， and col!ected data on cranial and tooth 
crown measurements for use in analysis comparing the characteristics of Yayoi people in the 
San-in ar巴awith those in other areas， From cranial measurements， we obtained values for a 
discriminant function to distinguish betwe巴nNorth Kyushu and Yamaguchi Yayoi， and examined 
the similarities between Yayoi people in the San-in area and those in North Kyushu and 
Yamaguchi， We measured the dental crowns of Yayoi people in San-in and determined wh巴ther
they could be classified as J omon native type or Yayoi immigrant type. The results from the 
cranium discriminant function showed that Yayoi people in Tottori and Shimane were more 
similar to Yayoi peopl巴inYamaguchi than to those in North Kyushu. Analysis of dental crown 
measurements showed that Yayoi people in Tottori can be classified as Yayoi immigrant type， 
whereas Yayoi people in Shimane can be partly classified as J omon native type. 
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はじめに
1998年に発見された青谷上寺地遺跡は鳥取県鳥
取市青谷町に位置する弥生前期~古墳時代初頭に
かけての複合遺跡である 大陸や朝鮮半島との交
流を示す遺物や祭杷に使われた道具などが多数出
土しており，遺物の保存性が良好なことから「弥
生の博物館」として関心を集めている この遺跡
からは100体を越える弥生時代後期の人骨が出土
したなかには，頭蓋骨に脳の遺残が確認された
ものもあり，また殺傷痕を伴う人骨が多数出土し
たことからも全国的な注目を集めている.その概
略については井上ら刈こよって報告されているが，
その詳細な形態学的特徴については未検討であ
る.
これまで，山陰地方から出土した弥生時代人骨
としては古浦遺跡2) 猪目洞窟遺跡3)の例が知ら
れているが，鳥取県内においては鳥取市布勢鶴指
奥墳墓群遺跡4)から長骨片が出土しているにすぎ
ない.このような意味で，青谷上寺地遺跡の弥生
人骨(以下，鳥取弥生人と呼ぶ)は山陰地方にお
ける数少ない弥生人骨として貴重であり，これ
まで人骨計測値が公表されている古浦遺跡の弥生
人(以下，島根弥生人と呼ぶ)とともに山陰を代
表する貴重な弥生人骨である.弥生人骨の出土例
数が少ない山陰地方と異なり，北部九州・山口地
方からはこれまで約1000体にのぼる多数の弥生人
骨が報告されている 5)(以下，それぞれの地方の
弥生人骨を北部九州弥生人および山口弥生人と呼
ぶ) これらの地域は，古くから大陸や朝鮮半島
からの文化の受入れ口としての役割を担ってき
た.そういう意味で，北部九州・山口地方におけ
る人骨の形質の時代変化やその地域的特色を明ら
かにすることは， 日本人の成立を考えるうえで重
要であり，これまでにも様々な人類学的研究がな
されてきた.
青谷上寺地遺跡においても，大陸や朝鮮半島
から直接流入したと考えられる鏡や鉄斧が出土
し，海を越えた文物の交易拠点として注目されて
きた6) つまり，これまでは外来文化の受け入れ
口と考えられてきた北部九州・山口地方のほかに
も， 日本海を越えての直接の交流をうかがわせる
遺跡が発見されたわけで、あるこのような意味で，
青谷上寺地遺跡の弥生人を含めた山陰地方の弥生
人の形質を明らかにすることは，山陰地方のみな
らず， 日本列島における日本人の成立を考える上
でも重要で、あると恩われる.考古学的側面から見
ると，山陰地方の弥生文化，特に青谷上寺地遺跡
における遺物は，北部九州・山口地方の弥生遺跡
の遺物と同様，大陸や朝鮮半島の文化の影響を強
く受けていることは明らかである.人類学的側面
から見ると，鳥取弥生人は，北部九州弥生人や山
口弥生人と同様，渡来系弥生人の範醇に属すると
されている1)しかし北部九州弥生人は弥生時
代中期で，山口弥生人は弥生時代前期~中期であ
り，これらの遺跡の渡来系弥生人とは時期がやや
異なる.さらに，埋葬様式をみると，前者は護棺
墓に埋葬されているのに対し，後者は土墳墓~箱
式石棺墓に埋葬されているという相違があるーま
た，頭蓋形態についても，北部九州弥生人のほう
が山口弥生人より概して高顔傾向にあるといわれ
ており 7) 両者を渡来系弥生人と一括して論じる
には難カtあると思われる.
そこで，これまで報告されている頭蓋や歯冠の
計測値を元にして，北部九州弥生人と山口弥生人
を判別する判別関数を算出し，北部九州弥生人が
山口弥生人とどの程度まで判別可能なのかを検討
するとともに，山陰地方の弥生人が，北部九州系
弥生人と山口弥生人のいずれに近い形質を有して
いるのかを検討したさらに，頭蓋と歯の計測値
をもとに偏差折線を作成し，山陰の弥生人の集団
がこれまで報告されているどのような集団に近い
のかを検討した本研究で用いた資料の主要な出
土地点を図lに示す また，弥生人は，縄文人の
形質を引き継いだ土着系弥生人や，渡来人との混
血が進んだ渡来系弥生人に分けられるとされてお
り，歯冠の計測値からどちらの系の弥生人に近い
かを判別する判別関数が報告されている8) そこ
で，本研究で得られた歯冠の計測値をこれまで報
告されている判別関数や今回新たに求めた判別関
数を用いて解析し山陰地方の弥生人の特徴につ
いて検討した
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図1 遺跡の位置
対象および方法
[青谷上寺地遺跡の頭蓋と歯冠計測]
青谷上寺地遺跡からは，男性頭蓋が17個体，女
性頭蓋が15個体出土している目本研究で検討を行
う頭蓋計測主要9項目および歯冠の近遠心径と頬
舌径が計測可能な頭蓋数は男性8個体であるのに
対し女性は2個体しか出土していない従って，
本研究では男性頭蓋のみを研究対象にすることに
した
頭蓋の計測にあたっては，触角計やデジタルノ
ギス(ミットヨ製・ 1/100mm)を用い.Martin 
の計測項目のうち頭蓋計測主要9項目(頭蓋最大
長;Martin No.l.頭蓋最大幅;Martin No.8.パ
ジオン・ブレグマ高;Martin No.l7.頬骨弓幅;
Martin No.45.上顔高;Martin No.48.限寓幅;
Martin No目51.眼寓高;Martin No.52. 鼻幅;
Martin No.54.鼻高;Martin No.55)を馬場の方
法9)によって測定した(図2). 
歯冠の計測にあたっては，デジタルノギス(ミ
ットヨ製 1/100mm) を用い，藤田の方法10)に
基づいて，残存歯の歯冠の近遠心径と頬(唇)舌
径を測定した.計測は3回行い，平均値を計測値
とした統計解析にあたっては歯冠計測22項目(上
顎は中切歯近遠心径，側切歯近遠心径，犬歯近遠
心径，第一小白歯近遠心径と頬舌径，第二小臼歯
近遠心径と頬舌径，第一大臼歯近遠心径と頬舌径，
第二大臼歯近遠心径と頬舌径，下顎は中切歯近遠
心径，側切歯近遠心径，犬歯近遠心径，第一小臼
歯近遠心径と頬舌径，第三小臼歯近遠心径と頬舌
径，第一大臼歯近遠心径と頬舌径，第三大白歯近
遠心径と頬舌径)または歯冠計測6項目(上顎は
側切歯近遠心径，犬歯近遠心径，第一小臼歯近遠
心径と頬舌径，下顎は第一大臼歯近遠心径と頬舌
径)を用いた.なお，切歯と犬歯の頬舌径は永井
ら5)により報告されている九州大学所蔵人骨資料
データに計測値がなく，比較検討できない為，今
回の研究で使用していない.
[集団の類似性を検討するための偏差折線の作成]
北部九州弥生人を基準として，前述した頭蓋計
測主要9項目および歯冠計測22項目の偏差折線を
作成した
頭蓋骨の偏差折線の基準線としては，北部九州
山陰弥生人骨の統計学的研究 149 
" 0 
図中の番号はM，出血の計測番号を示す
1 頭蓋最大長， 8 頭蓋最大幅， 17 パジオン プレグマ高， 45 頬骨弓幅， 48 上顔高， 51 眼禽幅， 52 眼嵩高， 54 鼻幅， 55 鼻高
図2 Martinの計測項目のうち頭蓋計測主要9項目を示す
弥生人43頭蓋の頭蓋計測主要9項目の平均値と標
準偏差を用いた 対象とした弥生人骨としては，
永井ら5)により報告されている山口弥生人23頭蓋
と島根弥生人6頭蓋の平均値，著者自身が計測し
た鳥取弥生人5頭蓋の平均値を用いた.縄文人骨
としては，加藤らωによる岡山津雲遺跡の岡山縄
文人人骨資料の頭蓋の平均値を用いた(表1)，
歯冠計測値による偏差折線の作成にあたって
は，北部九州弥生人46頭蓋の歯冠計測22項目の平
均値と標準偏差を用いた.対象とした弥生人骨と
しては，永井ら 5)により報告されている山口弥生
人47頭蓋と島根弥生人10頭蓋，著者自身が計測し
た鳥取弥生人7頭蓋の平均値を用いた縄文人骨
としては，永井ら5)による九州縄文人の平均値を
用いた(表1)
[北部九州弥生人と山口弥生人を判別する関数の
算出]
頭蓋計測主要9項目を用いた判別関数の算出資
料として，永井ら5)により報告されている九州大
学所蔵人骨資料データを用いた 北部九州弥生人
としては，福岡県の金隈遺跡をはじめとする18遺
跡の斐棺墓に埋葬されていた弥生時代中期の43頭
蓋を用いた.山口弥生人としては，土井ヶ浜遺跡
と中の浜遺跡で土墳墓および箱式石棺墓に埋葬さ
れていた弥生時代前期~中期の23頭蓋を用いた
(表1)，
歯冠計測6項目を用いた判別関数の算出資料と
しては，頭蓋と同様に永井ら5)により報告されて
いる九州大学所蔵人骨資料データを用いた 北部
九州弥生人としては，福岡県の金隈遺跡をはじめ
とする5遺跡の棄棺墓に埋葬されていた弥生時代
中期の28頭蓋を用いた.山口弥生人としては，土
井ヶ浜遺跡と中の浜遺跡，吉母浜遺跡で土壌墓お
よび箱式石棺墓に埋葬されていた弥生時代前期~
中期の13頭蓋を用いた(表1)，
頭蓋計測主要9項目および歯冠計測6項目による
判別関数の算出にあたっては，原則として右側の
計測債を用いたが，右側に欠損がある場合は左側
の計測値を使用した また，九州大学資料の頭蓋
主要9項目の計測値は左側であったため，左側の
計測値を使用した
判別関数の算出は，統計パッケージSPSS12.0 
for Windows (SPSS Japan lnc.)に含まれている
判別分析を用いて行った 北部九州弥生人と山口
弥生人をグループ化変数とし，頭蓋の主要9項目
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比較検討に用いた頭蓋の出土遺跡とその数
頭蓋計if.U主要9頭蓋計測主要9項
項目を用いた偏 目を用いた北部九
差折線の作成に州山口の判別に
使用した頭蓋数使用した頭蓋数
歯冠計測6項目を歯冠計測値を用
用いた北部九州・ いた土着系・渡
山口の判別に使来系の判別に使
用した頭蓋数 用した頭蓋数
歯冠計測2項目
を用いた偏差折
線の作成に使用
した頭蓋数
表 1
時代
28 
弥生前期~
中期
弥生前期~
古墳初頭
弥生前期
縄文晩期
縄文後期~
晩期
北部九州弥生人，山口弥生人，島根弥生人。九州縄文人は永井ら岡山縄文人は加藤ら'"による
7 
6 
13 
4 
46 
47 
7 
10 
43 
23 
6 
5 
43 
23 
5 
6 
18 
弥生中期
金隈，伯玄社，ハサ
コの宮，原田，ーの
谷，春日!春日昇町1北部九州弥生
人。 隈第5，三沢，門田，
向谷7永岡!西平塚，
西新町，スダレ7 立
岩，若葉台7横隈山
土井ヶ浜，中の
浜，吉母浜
遺跡名地域
古浦
津雲
山鹿貝塚，御領貝
塚
※片括弧の番号は出典文献を示す
青谷上寺地
ilJ日弥生人ω
島根弥生人51
附山縄文人山
鳥取弥生人
8 九州縄文人51
判別分析に用いた山陰地方の弥生人頭蓋資料
頭蓋計測主要9項
目を用いた分析
に使用した頭蓋
土着系・渡来系
の分析に使用し
た頭蓋
歯冠計測6項目を
用いた分析に使
用した頭蓋
表2
報告書記載番号
鳥取弥生人
???
O 
O 
????青谷第3頭蓋
青谷第6頭叢
青谷第7頭蓋
青谷第8頭蓋
青谷第10頭蓋
青谷第1頭蓋
青谷第12頭蓋
青谷第13頭蓋
O 
O 
O 
O 
???
O 
O 
O 古i甫27
古浦44
古浦47
古i甫68
古浦1401
古浦1410
古浦1411
古浦山本3
報告書記載番号 鳥取弥生人は井上ら1島根弥生人は永井ら5Jによる
O 
O 
??
島根弥生人
[山陰・北部九州・山口弥生人の類縁関係の検討]
本研究で算出した頭蓋計測の判別関数を用い
て，鳥取弥生人 (6頭蓋)と島根弥生人 (5頭蓋)
が北部九州弥生人と山口弥生人のいずれに近いか
の判別を行った(表2). 
また，本研究で算出した歯冠計測の判別関数を
の計測債を独立変数として設定した.歯冠の分析
も頭蓋と同様，北部九州弥生人と山口弥生人をグ
ループ化変数，歯冠計測値を独立変数として設定
した.判別関数の有意検定についてはSPSSに含
まれるWilksのラムダによる有意確率を用いた.
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用いて，鳥取弥生人 (4頭蓋)と島根弥生人 (1頭
蓋)が北部九州弥生人と山口弥生人のいずれに近
いかの判別を行った(表2)
さらに，今回得られた歯冠計測値(鳥取弥生人
7頭蓋，島根弥生人6頭蓋)を，松村8)の判別関数
に適応し，土着系弥生人と渡来系弥生人の判別を
行なった(表2).今回の検討にあたっては松村8)
の判別関数のうち残存歯から利用可能であった
NMDF1 (上顎犬歯，上顎第一小白歯，上顎第二
小臼歯，下顎第二小臼歯，下顎第一大臼歯を用い
た判別関数).NMDF3 (上顎第一小臼歯，上顎
第二小臼歯，上顎第二大臼歯，下顎第一小臼歯，
下顎第二小臼歯，下顎第一大白歯を用いた判別関
数)，NMDF4 (上顎第三小臼歯，上顎第一大臼歯，
上顎第二大臼歯を用いた判別関数)， NMDF5 (下
顎第一小臼歯，下顎第二小臼歯，下顎第一大白歯，
下顎第二大臼歯を用いた判別関数)を用いた.
結果
1.青谷上寺地遺跡の弥生人骨の計測結果
青谷上寺地遺跡の弥生人骨の頭蓑計測主要9項
目に関しては，頭蓋最大長は184.3:t 5.6 mm， 
頭蓋最大幅は138.0土1.8mm，パジオン・ブレグ
マ高は133.0:t 4.5 mm，頬骨弓幅は137.3:t 4.9 
mm，上顔高は70.8:t 3.9 mm，眼寓幅は44.0:t 1.2 
mm，限嵩高は34.8士 2.0mm，鼻幅は25.0:t 1.8 
mm，鼻高は50.0:t 3.6 mmで=あった.
歯冠計測値に関しては，上顎では，中切歯近遠
心径は9.07士 0.30mm，側切歯近遠心径は7.05:t 
0.50 mm，犬歯近遠心径は7.88:t 0.29 mm，第
一小臼歯近遠心径は7.19:t 0.24 mm，頬舌径は
9.29 :t 0.49 mm，第二小臼歯近遠心径は6.82:t 
0.31 mm，頬舌径は9.25:t 0.49 mm，第一大臼
歯近遠心径は10.55:t 0.73 mm，頬舌径は11.60
:t 0.39 mm，第二大臼歯近遠心径は10.20:t 0.51 
mm，頬舌径は11.34:t 0.28 mmで、あった下顎
では，中切歯近遠心径は4.65mm，側切歯近遠心
径は6.22mm:t 0.20 mm，犬歯近遠心径は6.94mm
:t 0.39 mm，第一小臼歯近遠心径は7.04:t 0.36 
mm，頬舌径は7.64:t 0.28 mm，第二小臼歯近
遠心径は7.14:t 0.35 mm，頬舌径は8.10:t 0.31 
mm，第一大白歯近遠心径は11.45:t 0.62 mm， 
頬舌径は10.74:t 0.58 mm，第三大臼歯近遠心径
は10.73:t 0.46 mm，頬舌径は10.53:t 0.64 mm 
であった.
2.頭蓋計測主要9項目における集団差
北部九州弥生人の平均値を基準として，鳥取弥
生人，島根弥生人，山口弥生人，岡山縄文人の頭
蓋計測主要9項目における項目ごとの集団聞の差
を偏差折線で示した(図3)
脳頭蓋の計測値を見ると，鳥取弥生人の頭蓋最
大長と頭蓋最大幅は，北部九州弥生人とほぼ同じ
であるが，パジオン・ブレグマ高は小さい傾向が
みられたまた，顔面頭蓋の計測値では，鳥取弥
生人の頬骨弓幅は北部九州弥生人よりやや小さ
く，上顔高，鼻幅，および鼻高が北部九州弥生人
より小さい値を示した.眼寓の計測値では，鳥取
弥生人の眼寓幅は北部九州弥生人よりやや大きい
が，限寓高はほぼ同等であった.鳥取弥生人の顔
面頭蓋は弥生人の集団内で比較すると，全体とし
て，北部九州弥生人よりも，山口弥生人および島
根弥生人に近い傾向を示した.
島根弥生人の眼禽高，鼻高は北部九州弥生人よ
りやや大きく，そのほかの計測項目では小さい値
を示した島根弥生人の顔面頭蓋も全体として，
山口弥生人に近い傾向を示した.
鳥取弥生人と岡山縄文人とを比較すると，鳥取
弥生人の上顔高，眼寓高は大きく，頭蓋最大幅，
限寓幅，鼻高でほぼ同等で、あったが，頭蓋最大長，
パジオン・ブレグマ高，頬骨弓幅，鼻幅では小さ
い値を示した.
島根弥生人と岡山縄文人とを比較すると，島根
弥生人のパジオン・ブレグマ高，上顔高，眼寓高，
鼻高は大きく，頭蓋最大幅はほぼ同等であったが
頭蓋最大長頬骨弓幅，眼寓幅，鼻幅では小さい
値を示した.
3.歯冠計測値における集団差
北部九州弥生人の平均値を基準として，鳥取弥
生人，島根弥生人，山口弥生人，九州縄文人の歯
冠計測値における項目ごとの集団聞の差を偏差折
線で示した(図4).全体的な傾向として縄文人は
弥生人の集団より歯冠のサイズが小さく，弥生人
の集団で比べると山口弥生人と鳥取弥生人，島根
弥生人は北部九州弥生人より歯冠のサイズが小さ
かった.
鳥取弥生人の歯冠計測値を見ると，近遠心径は
上顎中切歯，頬舌径は上顎第三小白歯では北部九
州、|弥生人より大きく，その他の歯種については近
遠心径，頬舌径ともに北部九州弥生人より小さく，
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図3 北部九州弥生人の平均値を基準とした鳥取弥生人，島根弥生人，山口弥生人
および岡山縄文人の頭蓋計測値偏差折線
特に上顎第一小臼歯は2σ を超えて小さかった.
鳥取弥生人の歯冠計測値は全体として，基準とし
た北部九州弥生人より小さく，頭葉と同様，山口
弥生人に近い傾向が認められた目
島根弥生人の歯冠計測値を見ると，近遠心径は
上顎第二小臼歯，第一大臼歯，第二大白歯，下顎
側切歯，犬歯，第二小臼歯では北部九州弥生人と
ほぼ同じであるが，その他の歯種については北部
九州弥生人より小さく，上顎犬歯は1σ を超えて
小さかった.頬舌径については下顎第一大臼歯は
やや大きく，下顎第三小臼歯はほぼ同じである
が，その他の歯種については北部九州弥生人より
小さかった 島根弥生人の歯冠計測値は全体とし
て，基準とした北部九州弥生人よりやや小さく，
どちらかというと山口弥生人に近い傾向が認めら
れた.
鳥取弥生人と九州縄文人とを比較すると，鳥取
弥生人の近遠心径は上顎側切歯では九州縄文人と
ほぼ同じであるが，下顎犬歯では小さく，その他
の歯種では大きかった.頬舌径については上顎第
一小白歯， ド顎第一大臼歯では九州縄文人より小
さく，上顎第二大白歯，下顎第一小臼歯，下顎第
二大臼歯ではほぼ同等であったが，その他の歯種
では大きな値を示した
島根弥生人と九州縄文人とを比較すると，島根
弥生人の近遠心径は上顎側切歯では九州縄文人と
ほぼ同じであるが，上顎犬歯では小さく，その他
の歯穫では大きかった頬舌径については，下顎
第二大白歯ではほぼ同等であったが，その他の歯
種では大きな値を示した.
4.頭蓋計測主要9項目を用いた北部九州弥生人と
山口弥生人の判別得点の算出とその山陰地方の弥
生人への適用
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図4 北部九州弥生人の平均値を基準とした鳥取弥生人，島根弥生人，山口弥生人
および九州縄文人の歯冠計測値偏差折線
頭蓋計測主要9項目から，北部九州弥生人と山
口弥生人を判別するための式として，以下の判別
関数が得られた.
判別得点 -0.026x頭蓋最大長+0.001 x 
頭蓋最大幅+0.153 xパジオン・ブレグマ高
+ 0.007 x頬骨弓幅+0.301 x上顔高 0.361 
×眼霞幅 0.070 x眼寓高+0.193 x鼻幅一
0.211 x鼻高-15.922 
上記の判別関数で，正の値は北部九州弥生人，
負の値は山口弥生人に判別されることを示す.北
部九州弥生人43頭蓋のうち， 34頭蓋が北部九州、l弥
生人と正しく判別でき，正答率は79.1%であった
また，山口弥生人では， 23頭蓋のうち， 19頭蓋が
正しく判別され，正答率は82.6%であった全体
として見ると， 66頭蓋のうち53頭蓋がいずれかの
集団に正しく判別されたことになり，正答率は
80.3%であった.Wilksのラムダを用いた有意確
率はp< 0.05となり，北部九州弥生人と山口弥生
人の聞に有意差を認めた.
本研究で得られた頭蓋計測主要9項目に基づく
判別式を，鳥取弥生人と島根弥生人に適用した結
果を表3に示すー山陰地方の弥生人11頭蓋中10頭
蓋が山口弥生人に判別された.その内訳をみる
と，鳥取弥生人の6頭蓋のすべてが山口弥生人に
判別されており，島根弥生人では5頭蓋中， 4頭蓋
(80.0%)が山口弥生人に判別された
5歯冠6項目計測値を用いた北部九州弥生人と山
口弥生人の判別得点と山陰地方の弥生人への適用
歯冠計測6項目から，北部九州弥生人と山口弥
生人を判別するための式として，以下の判別関数
が得られた
判別得点-1.04x 上顎側切歯近遠心径+
1.82 x上顎犬歯近遠心径十 0.49x上顎第一小
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頭蓋計測主要9項目
報告書記載番号 判別得点 判別結果
青谷第6頭蓋 一1.48 山口弥生人
青谷第7頭蓋 -l.76 山口弥生人
青谷第8頭蓋 3.31 山口弥生人
鳥取弥生人 青谷第10頭蓋 l.99 山口弥生人 l.04 山口弥生人
青谷第11頭蓋 -l.70 山口弥生人
青谷第12頭蓋 -l.72 山口弥生人 0.4 山口弥生人
青谷第l3頭蓋 0.83 山口弥生人
古浦27 l.86 山口弥生人 一0.46 山口弥生人
古浦44 l.84 北部九州弥生人
鳥根弥生人 古浦68 -l.92 山口弥生人
古浦1401 -0.46 山口弥生人
古浦1410 時0.47 山口弥生人
報告書記載番号鳥取弥生人は井上らへ島根弥生人は永井ら5)による
臼歯近遠心径一0.18x上顎第一小臼歯頬舌径
一0.23x下顎第一大臼歯近遠心径十1.51x下
顎第一大臼歯頬舌径一22.65
上記の判別関数では，北部九州弥生人28頭蓋の
うち， 24頭蓋が北部九州、|弥生人に正しく判別で
き，正答率は85.7%であった また，山口弥生人
では， 13頭蓋のうち， 12頭蓋が正しく判別され，
正答率は92.3%であった 全体として見ると， 41 
頭蓋のうち36頭蓋がいずれかの集団に正しく判別
されたことになり，正答率は87.8%であった ま
た， Wilksのラムダを用いた有意確率はp< 0.05 
となり，北部九州弥生人と山口弥生人の間に有意
差を認めた.
鳥取弥生人と島根弥生人の歯冠計測値を，判別
式に適用して算出した判別得点を示す(表3).検
討した頭葉のうち，鳥取弥生人の4頭蓋，および
島根弥生人の1頭蓋すべてが山口系弥生人に判別
された
6.歯冠計測値を用いた山陰弥生人の土着系弥生
人・渡来系弥生人の判別
鳥取弥生人と島根弥生人の歯冠計測値に松村8)
の判別関数を適用した土着系弥生人・渡来系弥生
人の判別結果を示す(表4) 松村8)の判別関数は
判別得点が正ならば渡来系弥生人，負ならば土着
系弥生人と判別される.
鳥取弥生人 (7頭蓋)についてはNMDF1を使
用すると4頭蓋のうち4頭蓋が渡来系弥生人に判別
された NMDF3を使用すると3頭蓋のうち3頭蓋
が渡来系弥生人に判別された.NMDF4を使用す
ると4頭蓋のうち4頭蓋が渡来系弥生人に判別され
た.NMDF5を使用すると4頭蓋のうち4頭蓋が渡
来系弥生人に判別された
一方，島根弥生人 (6顕蓋)については，犬歯
を欠くため， NMDF1は判別に使用できなかった.
NMDF3を用いて検討した結果， 2頭蓋のうちl頭
蓋が渡来系弥生人に判別された.NMDF4を使用
すると5頭蓋のうち5頭蓋すべてが渡来系弥生人に
判別された NMDF5を使用すると3頭蓋のうちI
頭蓋が渡来系弥生人に判別された
全体でみると，山陰地方の弥生人のうち鳥取弥
生人はすべてが渡来系と推測されたが，島根弥生
人は土着系と推測される個体もみられた.
考察
日本人の起源については人種交替説山4) 変形
説15，16) 混血説山9)が提唱されてきた.金関川は
渡来人との混血をより重視して渡来説を提唱し
さらに， Hanihara191によって二重構造モデルが
提唱され，これを土台にして様々な研究がなされ
ている この説は，現代日本人の祖先集団は南東
アジア系で，後期旧石器時代から日本列島に住み，
縄文人を生じ，ついで，弥生時代から7世紀ころ
にかけて北東アジア系の集団が日本列島に渡来し
山陰弥生人骨の統計学的研究
表4 山陰地方の弥生人頭蓋の歯冠計測値を用いた土着系と渡来系の判別結果
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鳥取弥生人
報告書記載番号 NMDF1 
青谷第3頭蓋
青谷第6頭蓋 0.87 
青谷第7頭蓋 0.18 
青谷第8頭蓋
青谷第10頭蓋 0.49 
青谷第12頭蓋
青谷第13頭蓋 1.21 
古浦27
古j甫44
古浦47
古浦68
古浦1411
古浦山本3
島根弥生人
NMDF3 NMDF4 NMDF5 
0.92 
0.68 1.39 0.62 
1.38 2.1 
1.53 
1.14 
0.40 2.87 
1.04 
2.69 
-0.44 
? ? 】 ? ?
???
? ?
??
?
????
?
?
?
っ ?
?
1.22 
1.06 
0.81 
正の値は渡来系弥生人，負の値は土着系弥生人に判別されたことを示す
NMDFl-5は松村8lの判別関数を示す
報告書記載番号 鳥取弥生人は井上ら島根弥生人は永井ら5)による
て，在来の縄文系集団に強い遺伝的影響を与え，
南東・北東アジア系の2集団は日本列島内で徐々
に混血したというものである四¥
〔頭蓋計測主要9項目計測値の集団関差異とその要
因について〕
これまで北部九州弥生人と山口弥生人は一括し
て渡来系弥生人としてとらえられてきた21)本研
究において北部九州弥生人と山口弥生人を頭蓋計
測主要9項目を用いて分析したところ，前者の上
顔高は後者の上顔高を上回っていた 頭蓋計測値
について北部九州弥生人と山口弥生人の聞に差異
を認めるとする考察は永井61によって行われてい
るにすぎず，両者の時期あるいは埋葬様式が異な
ることから別系統の可能性もあり，意義あるもの
と考えられる 鳥取弥生人は偏差折線の形状にお
いて弥生人の集団内では山口弥生人および島根弥
生人に近い傾向を示した.また，弥生人の集団に
縄文人の集団である岡山縄文人を加えて偏差折線
をみると，鳥取弥生人の頭蓋最大幅，パジオン・
ブレグマ高，頬骨弓幅，上顔高. B.良禽幅，眼寓高
を結ぶ偏差折線の形状は，山口弥生人，島根弥生
人より岡山縄文人に近い傾向を示した
〔歯の計測的形質の集団関差異とその要因につい
て〕
鳥取弥生人において図3に示すように北部九州
弥生人の平均値を基準とした偏差折線上上顎第
一小白歯の頬舌径のみ振れ幅が2σ を超えて小さ
な値を示した上顎第一小臼歯の頬舌径が小さな
値を示したことは，他の歯種と比べて計測に用い
た歯数，標準偏差ともにほぼ同じ程度であるため，
必ずしも個体数が少ないことによるものではなく
鳥取弥生人歯牙の形態的特徴である可能性も考え
られた また，鳥取弥生人と島根弥生人は偏差折
線の形状について，全体的には基準とした北部九
州弥生人より小さく，山口弥生人に近い傾向を示
した Braceand Nagai21は，縄文時代から現代
までの日本人の歯冠サイズを比較し縄文時代人
の歯は小さいが，弥生時代以降の本土日本人の歯
は大きいという結果を示している.そして，歯冠
サイズの大きい渡来人の移入を想定し， 日本人の
構成要素に渡来人が大きな役割を果たしたと考え
た本研究の結果をこの結果に対応させると，鳥
取弥生人と島根弥生人の歯冠計測値は大部分の歯
種で九州縄文人を上回以鳥取弥生人と島根弥生
人はともに山口弥生人に近い形質を持つ集団であ
ることが示唆された
〔頭蓋計測主要9項目を用いた北部九州弥生人と山
口弥生人の判別について〕
今回算出した判別関数は北部九州弥生人と山口
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弥生人を80.3%の正答率で判別し頭蓋計測主要
9項目による判別では北部九州弥生人と山口弥生
人の聞に有意差を認めた.この結果は，偏差折線
を用いた分析で北部九州弥生人と山口弥生人の聞
に形質の差を認めた結果を支持するものである.
〔頭蓋計測主要9項目を用いた山陰地方の弥生人の
北部九州弥生人と山口弥生人の判別について〕
山陰地方の弥生人の頭蓋計測主要9項目を用い
た北部九州弥生人と山口弥生人の判別において
は，表3に示すように適用可能な頭葉すべてが山
口弥生人に判別された.この結果は，山陰地方の
弥生人は北部九州弥生人より山口弥生人に近い形
質を持つ集団であることが示唆された.
〔歯冠計測6項目を用いた北部九州弥生人と山口弥
生人の判別について〕
歯冠計測6項目を用いた場合の北部九州弥生人
と山口弥生人を判別する判別関数は，北部九州弥
生人と山口弥生人を87.8%の正答率で判別し，北
部九州弥生人と山口弥生人の聞に有意差を認め
た この結果は，頭蓋と同様に歯牙についても北
部九州弥生人と山口弥生人の聞に形質の差を認め
た結果を支持するものである
〔歯冠計測6項目を用いた山陰地方の弥生人の北部
九州弥生人と山口弥生人の判別について〕
歯冠を用いた判別は，人骨の保存状態が不良で
頭蓋が計測できない場合でも，歯のエナメル質は
無機塩類の含有量が多いため残存する可能性が大
きい したがって，山陰地方の頭葉は保存状態が
完全で‘ないものが多く，歯冠計測による判別関数
は有用と考えられた.
山陰地方の弥生人の歯冠計測6項目を用いた北
部九州弥生人と山口弥生人の判別においては，表
3に示すように適用可能な頭蓋すべてが山口弥生
人に判別された.この結果は頭蓋計測主要9項目
を用いた場合と同様，歯牙の形態においても山陰
地方の弥生人は山口弥生人に近い形質を持つ集団
であることが示唆された.
あった頭蓋のすべてが渡来系弥生人に判別され
た.一方，島根弥生人は適用した判別関数によっ
ては土着系弥生人と判別されるものも認められ
た島根弥生人は土着系弥生人の特徴を持つ人が
一部含まれると考えられたー島根弥生人に土着系
弥生人がみられたことは，鳥取弥生人より渡来人
との混血が進まなかった人がいた結果と思われ
た.
本研究の結果，弥生時代前期~古墳時代初頭に
属する鳥取弥生人と弥生時代前期に属する島根弥
生人は，弥生時代前期~中期に属する山口弥生人
に近い形質を持つ集団であることが示唆された
これらの結果は山陰地方の弥生人と山口弥生人が
形質を同じくする集団であった可能性が高く，北
部九州弥生人とは異なる形質の集団であると考え
られた
結語
山陰地方の弥生人の形質やその白来を明らかに
するため，北部九州、|弥生人と山口弥生人の頭蓋計
測主要9項目の値と歯冠計測値により算出された
判別関数を適用し分析を行った.頭蓋計測主要9
項目の値を用いた北部九州弥生人と山口弥生人の
判別関数(正答率80.3%) を山陰地方の弥生人11
頭蓋に適用したところ， 10頭蓋が山口弥生人に判
別された.歯冠計測値を用いて，山陰地方の弥生
人が北部九州弥生人と山口弥生人のいずれに近い
かを判別したところ，山陰地方の弥生人のすべて
が山口弥生人に判別された.歯冠計測値を用い
て，土着系弥生人と渡来系弥生人とに判別したと
ころ，鳥取弥生人の全てが渡来系弥生人に判別さ
れ，島根弥生人の約1/3が土着系弥生人に判別さ
れた.これらの結果から判断すると，山陰地方の
弥生人である鳥取弥生人，島根弥生人ともに山口
弥生人に近い形質を持つ弥生人の集団に属し，鳥
取弥生人は渡来系弥生人の特徴を示し，島根弥生
人は土着系弥生人の特徴を持つ人が一部含まれる
集団であることが示唆された.
稿を終えるにあたり終始懇切なる御指導と御校関を
〔歯冠計測値を用いた山陰地方の弥生人の土着系 賜りました鳥取大学医学部感覚運動医学講座口腔顎顔
弥生人・渡来系弥生人の判別について〕 面病態外科学分野領家和男教授，解剖学講座海藤俊行
今回，歯冠計測値を用いた渡来系弥生人と土着 教授，感覚運動医学講座運動器医学分野永島英樹教授
系弥生人の判別で，鳥取弥生人は適用が可能で に深謝致します
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